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発行：社会福祉法人

　　　栗山町社会福祉協議会

〒069-1513　栗山町朝日４丁目９番地３６
栗山町総合福祉センター「しゃるる」１階
　 ＴＥＬ（０１２３）７２－１３２２
　 ＦＡＸ（０１２３）７２－５１２１
Ｅ-Ｍail　k-shakyo@jeans.ocn.ne.jp
          ky_sya@mskk.gr.jp

ご厚志ありがとうございます

　平成22年２月21日以降　平成22年５月20日までに

　お寄せいただいた方

●金一封
梅　津　弥須治 様 (中央２)より 義母の逝去に際して

池　畑　　　功 様 (中央４)より 妻の逝去に際して

芦　澤　秀　子 様 (鳩　山)より 夫の逝去に際して

田　村　　　武 様 (朝日３)より 母の逝去に際して

南　坂　明　憲 様 (北学田)より 父の逝去に際して

チェウニファンの集い（松本　泰幸代表） 様より

　　　　　　　　　　　　　　　　 社会福祉事業へ

森　本　隆　夫 様 (中央４)より 母の逝去に際して

印刷：山東印刷株式会社

平成２２年６月１日発行 　
先
日
、
錦
に
あ
る
夕
張
川
河
畔

広
場
（
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ト
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ー
デ
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）
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行
っ
て
き
ま
し
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。

　
息
子
が
広
い
芝
生
で
の
び
の
び

と
遊
ぶ
中
、
珍
し
い
草
花
を
見
て
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
学
生
が
自
転
車
で
来
て
、
芝

生
で
遊
ん
で
い
る
姿
も
あ
り
、
子

ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
ボ
ー

ル
遊
び
を
し
に
来
る
楽
し
み
が
一

つ
増
え
ま
し
た
。

　社会福祉協議会は、法律でお悩みの方を対象

に下記の要領で無料法律相談を開設しています。

　また、日常の心配ごとや困りごとで相談を希

望される方の対応もしておりますので、いつで

もご連絡ください。

◇開設日時　　６月18日（金）13時～16時

　　　　　　　毎月第３金曜日に開設
　　　　　　　※７月以降の開設日は、町広報

　　　　　　　　「くらしのカレンダー」にて

　　　　　　　　お知らせしています。

◇申し込み　　事前に電話予約
　　　　　　　※先着順とさせていただきます。

◇相談料金　　無料
◇開設場所　　栗山町総合福祉センター

　　　　　　　「しゃるる」

◇相 談 員　　札幌弁護士会所属弁護士

◇お問合わせ　栗山町社会福祉協議会

無料法律相談のご案内

●平成22年度社協事業計画、

　　　　　　　予算、役員改選…………２、３

●社会福祉協議会からのお知らせ……………４

●対象者　おおむね65歳以上で歩行に不安の　
　　　　ある方

●料　金　１本８００円
　　　　　※2,300円ー1,500円
　　　　　　（原価）　 （赤い羽根共同募金の配分金）

●場　所　栗山町総合福祉センター「しゃるる」

　　　　　栗山町役場（地域医療・保健対策室）

　　　　　南部公民館

「福祉の杖」のご案内

●対 象 者　一時的に必要な方
　　　　　　　　・イベントへの参加や旅行

　　　　　　　　・通院等の外出

　　　　　　　　・一時的な入退院

●貸出料金　無料

●貸出期間　おおむね１週間
　　　　　　　※貸出期間は相談に応じます。

●貸出場所　　栗山町総合福祉センター

　　　　　　　「しゃるる」

車いすを無料で貸出します

介護保険並びに障害者居宅介護事業所廃止のご連絡

　社協は、昭和45年に町の委託を受けて、老人

家庭奉仕員派遣事業を30年、平成12年からは介

護保険事業への移行に伴い、訪問介護事業所と

して10年の合計40年。

　また、平成14年からは居宅介護支援事業所と

現在の障害者居宅介護事業所の開設と事業運営

に努めてまいりましたが、平成22年３月31日を

もって、事業所を廃止することになりましたこ

とをご連絡いたします。

　長年にわたるご厚情を賜り心から感謝申し上

げますとともに、今後とも栗山町社会福祉協議

会にご支援、ご指導を賜りますようお願い申し

上げます。

社協だよりは、赤い羽根共同募
金の助成を受け作成しています

栗山の明日へ　―少子化―

　370人から80人へ　　　　
　栗山町では昭和30年代1年に約370人もの子どもたちが生

まれていました。現在は約80人程度になっています。

　「子どもは次代を担う町の宝」です、若い人が集まるま

ちづくりへみんなの知恵と行動が求められています。

社
協
だ
よ
り
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協
だ
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くく
りり
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まま
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○協力
　栗山いちい保育園の皆さん

　５月13日、平成22年度栗山町ボランティア

連絡協議会総会が開催され、「世界の子どもた

ちにワクチンを」運動を含めた事業計画や役員

改選などが決定いたしました。

　●会　長　藤田　敦子（栗山更生保護女性会）

　●副会長　村上　美佳（くりやま手話の会）

　　　　　　越前谷　徹（栗山青年会議所）

　●監　事　月輪　淳紹（栗山町青年団体協議会）

　　　　　　出村　鴻子（栗山リーディングサービス

　　　　　　　　　　　　　　　　とらいあんぐる）

栗山町ボランティア連絡協議会総会
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１．地域福祉活動の推進

平成22年度

事業計画・予算
新役員が決定！

２．ボランティア活動の推進

３．在宅福祉活動の充実

・愛らぶ活動事業（社協補助事業）

・ふれあいサロン事業（社協補助事業）

・まちを美しくする花いっぱい運動

・ふれあい広場事業

・知って得する福祉なんでも講座

・高齢者福祉事業

・児童福祉事業

・障がい者福祉事業

・共同募金・歳末たすけあい募金事業

・無料法律相談の開設（札幌弁護士会）

・福祉関係団体支援　など

・栗山町からの受託事業

　○電話サービス事業（毎週月～土曜日）

　○除雪サービス事業

　○食事サービス事業（毎週月～土曜日）

　○寝具洗濯・乾燥・消毒サービス事業

・在宅サポートセンターの開設

　　　（命のバトン普及事業）　など

・ボランティアの発掘・育成

・人にやさしいまちづくりセミナー開催

・学校ボランティア活動普及推進事業

・国際貢献事業　など
吉
田
　

輝
雄
会
長
ご
挨
拶

　任期満了に伴う社協の役員改選が去る３

月26日の評議員会議で行われ

　全理事が再任されました。　その後の理

事会において吉田輝雄会長はじめ各役職員

が決まり、介護保険事業から撤退し、真に

地域福祉の担い手として新しい社協がスタ

ートすることになりました。

平成22年度事業予算

会 費 収 入

寄 附 金 収 入

補助金及び助成金収入

受 託 金 収 入

共 同 募 金 配 分 金

雑 収 入

前期末支払資金残高

　　　合　　計

3,000
1,200
10,900
7,864
1,942
50
3,207
28,163

収入 （単位:千円）

法 人 運 営 事 業

調 査 企 画 広 報 事 業

地 域 福 祉 活 動 事 業

高齢者/障害者福祉事業

ボランティア活動事業

心 配 ごと相 談 事 業

青少年/母子福祉事業

在宅福祉サービス事業

　　　合　　計

14,754
1,225
2,657
757
659
317
66
7,728
28,163

支出 （単位:千円）

▲新役員の皆さん

　
こ
の
た
び
の
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
引
き
続
き
会
長
の

重
責
を
担
う
こ
と
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な
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と
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現
在
介
護
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に
は
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秀
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数
多
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っ
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。

　
今
後
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全
世
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し
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さ
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な
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指
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え
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べ
く
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係
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携
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事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心

よ
り
お
願
い
致
し
ま
す
。

老人クラブの運営協力が社協に

ひとり生活の皆さんに"命のバトン"を

　いま、町内にはひとり生活をされている

高齢者の皆さんが1,000世帯を超え、中には

毎日の生活に不安を抱えた方も多くおられ

ます。

　そこで、社協では自治区構想などと連携

しひとり生活をされている皆さんに命のバ

トンを年次計画で配布をしてまいります。

毎日の安心へ

ひとり生活高齢者の悩みに答えます
高齢者便利センター（仮称）を創設
　・在宅サポーターの配置

　・なんでも相談窓口の開設

　社協ではひとりで生活されている高齢者の皆

さんなどの悩みや心配なことなどの相談に答え

るため高齢者便利センターを検討します。

　対象は介護保険の対象にならないひとり生活

の高齢者で、料理・買い物・話し相手・趣味な

ど元気な皆さんがより元気で安心して生活でき

るようお手伝いをするものです。

＊サービスは有料で検討しています。

＜事業の内容＞

　・在宅サポーターを配置し、高齢者の声を聞

　　いて廻ります。

　・社協内になんでも相談窓口を開設し、どの

　　ような相談にも応じていきます。

前列左より　今井理事、獅々堀副会長、吉田会長、岩田副会長、棣棠理事
後列左より　長﨑監事、細山理事、木内理事、木藤理事、椛澤理事、
　　　　　　斎藤理事、梅津監事、丸山理事、吉田常務理事、川本理事

私たちは地球応援団！
「世界の子どもたちにワクチンを」運動を展開

　ボランティア連絡協議会（藤田敦子会長）

と社協では多くの方に人へのやさしさや自分

個人、学校、企業などに呼び掛け切手やはが

き、ペットボトルのキャップなどを集め推進

団体に寄付をしてまいります。

　平成22年度栗山町老人クラブ連合会総会

において、事務局担当が役場住民福祉課か

ら社会福祉協議会へ変更することが全会一

致で承認されました。

平成22年度事業計画


